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○第５回芸備線再構築協議会幹事会（概要）

日時：令和７年５月19日（月）
場所：書面開催（22日（木）記者ブリーフィング実施）

議事：以下のとおり

今後の進め方：７月に第４回協議会を開催して、実証事業Ａ・新調査事業の予算承認を得る

第５回幹事会（令和７年５月１９日）概要
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１. 令和７年度実証事業（実証事
業Ａ）の実施

調査事業Ａにおいてコンサルから提案のあった、地域経
済効果を生み出すための施策のうち、実証事業Ａで取り組
む内容について議論

芸備線の増便やダイヤ変更、二次交通の連携・強化、観
光コンテンツの造成等の施策に取り組むことを内容とする
実証事業Ａを実施することについて一致

２. 令和７年度調査事業（より専
門的な分析等）の実施

調査事業Ａの結果についてファクトとデータに基づく議
論を深度化させるため、新たなデータ収集やその他の調
査・分析など、芸備線再構築に関するより専門的な分析等
に関する調査事業（新調査事業）を実施することについて
一致

３. 芸備線再構築協議会全体スケ
ジュール

中国運輸局が提示した全体スケジュール案について、今
後、再構築方針作成に向けて協議の進め方を今後議論して
いくことについて一致
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令和７年度実証事業（実証事業Ａ）の実施

１. 住民・来訪者利用に合わせた鉄道サービスの拡充・二次交通との連携強化

①芸備線の増便・ダイヤ変更

平日・土休日において、列車の増便・ダイヤ変更による運行を実施（ただし、増便等の準
備期間や人員配置上困難な期間は、バスによる擬似的な増便を実施）

実施内容としては、アンケート・ヒアリングで意見の多かった以下の運行を想定
・主として地域住民の利用を対象として、毎日夕刻以降に運行（増便又はダイヤ変更）
・主として観光客等の来訪者を対象として、土休日に運行（増便）

②二次交通との連携強化

ア デマンド交通の活用

芸備線通常ダイヤや増便ダイヤに合わせ、特定区間を有する庄原地域・西城地域・東城
地域・哲西地域において、バス・乗合タクシーなど二次交通のアクセスを改善

  イ 企画乗車券の設定

芸備線と二次交通の利用促進を図るため、相互に利用可能となる企画乗車券（共通乗車
割引券等）を設定

具体的内容

第５回幹事会
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令和７年度実証事業（実証事業Ａ）の実施

２．列車による観光コンテンツの形成

①列車の観光コンテンツ化

増便等の列車において、内外装のラッピングやヘッドマーク掲出を実施するなど列車自体
の観光コンテンツ化を図る

②観光商品・旅行商品の提供

・沿線地域の付加価値の高い「コト」「モノ」消費を発掘し、沿線地域の観光地・観光施設・
商業施設において提供

・地域食材を生かした商品を宿泊施設・飲食店・列車内において提供

③駅周辺のにぎわい創出

増便等の取組や列車の観光コンテンツ化と合わせ、駅や周辺施設でのイベント（駅マル
シェ等）を実施

④観光ツアー造成

上記を活用した観光ツアーを造成し、プロモーションを実施

具体的内容

第５回幹事会
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令和７年度実証事業（実証事業Ａ）の実施

３．広域的な周遊コンテンツとの連携

全国的な顧客基盤を有する既存周遊コンテンツ（スマホアプリ）と連携したタイアップイベ
ント等を実施

４．広域拠点としての駅舎活用・産業拠点形成

①駅の拠点化

特定区間沿線地域の駅舎の空きスペースを活用して、リモートワークが可能なコワーキン
グスペースを設置し、企業のサテライトオフィス化を通じた駅の拠点化を図る

②企業誘致のためのモニターツアー等の実施

サテライトオフィスを希望する企業を誘致するため、芸備線を利用した視察旅行やモニ
ターツアー等を実施

５．芸備線や駅周辺施設を活用した移住体験の提供による定住促進

駅周辺の空家を活用した移住体験プログラムを提供（プログラムでは、地域における自然・
文化・食に触れる体験を提供するほか、コワーキングスペースを活用して就業環境も提供）

６．既存事業の強化・支援

自治体や地域団体が実施する芸備線再構築に資する取組に対し、取組のプロモーション等に
よる強化・支援を実施

７．施策実施で得られたデータの分析

施策の実施で得られた利用者数や消費額などのデータを分析して効果検証を行い、実際の地
域経済効果を測定

具体的内容

第５回幹事会
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令和７年度調査事業（より専門的な分析等）の実施

１. 調査事業Ａから派生する追加的な調査

①実証事業Ａを補完するためのデータの収集

・調査事業Ａにおけるデータ36項目に関する追加的なデータの収集（実証事業Ａで実施する
施策に必要なデータ）等

②その他協議会・幹事会の議論において必要となるデータの収集等

・①のほか、今後の議論で必要となる追加的なデータ収集と地域経済効果の試算

２. まちづくり・観光との連携による地域社会や公共交通の持続可能性の調査

①他地域におけるまちづくり・観光と鉄道等の公共交通の連携事例調査

②特定区間におけるまちづくり・観光と公共交通との更なる連携の検討

３. 総合的な分析の実施

①調査事業Ａ（１. 追加的調査を含む） /実証事業Ａ（実施しない施策の机上検証等を含む）の結果を踏ま
えた、地域経済効果の試算（調査事業Ａ）の妥当性検証

②これまでの全ての収集データや取組を踏まえた、今後の議論に向けた総合的な分析の実施

４. 芸備線再構築協議会の運営事務補助

・協議会・幹事会の運営事務補助

具体的内容

第５回幹事会



R5年度 R6年度 R7年度 R8年度～

上半期 下半期 ※協議状況等により内容・時期の変更の可能性あり

開
催

協
議
内
容

3/26
第１回
協議会

10/16
第２回
協議会

3/26
第３回
協議会5/16

第１回
幹事会

7/10
第２回
幹事会

6

12/25
第３回
幹事会

1/29
第４回
幹事会

5/19
第５回
幹事会

７月
第４回
協議会 ８月

第６回
幹事会

10月
第７回
幹事会

11月
第５回
協議会 １月

第８回
幹事会

３月
第６回
協議会 R7年度と同様に開催

芸備線再構築協議会 全体スケジュール案（第５回幹事会：中国運輸局提示）

協議開始から３年以内を目安に再構築方針を作成

※このスケジュール案は、協議開始から３年以内を目安と
した再構築方針作成に向けて、今後進めるべき議論の
スケジュールの方向性を示すものとして、中国運輸局
が幹事会において構成員に提示するもの

※この案をもとに構成員間で今後議論していくことについて、
共通認識として構成員間で一致する

※ただし、協議状況等により内容・時期の変更の可能性
があることが前提

A  芸備線の可能性を最大限追求

B  最適な交通モードの在り方を検討

住民等意見聴取（調査事業において実施）

実証事業と並行して再構築方針案協議

再構築方針案 協議

10/16～3/31実施 ７月～3/31実施 ４月～１年間実施

調査事業Ａ 新調査事業
（より専門的な分析等に関する調査事業）

調査事業
（再構築方針作成に関する調査事業）

４月～ 最適な交通モード実証

事業内容検討 実証事業Ｂ

４月～３ヶ月間継続７月～3/31実施

事業内容検討
実証事業Ａ
（９ヶ月）

実証事業Ａ
（３ヶ月）

方
針
決
定

第５回幹事会
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